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地上用雷電探知装置に よる航空機被雷の 解祈

花田　隆 、 道本 光一郎、二宮 憲義 （防衛庁）

1　 はじめに

　 冬季 爲本海側 （特に北園 におい て雷に よる航

空機へ の 被雷は後を絶たない 。 石川県に所在する

ノ亅・松飛行場で も、 冬季雷に よる ここ 10年の統計で

は年平均 36．6件の 航空機被雷が発生 してお り、 中

でも 12月及び 1月に発生時期が集中してい る 。

　 そ こで小 松飛行場に設置 され て い る地 上用 雷電

探知装置の主要機能である 釟 FIR・F皿 D　皿 ・

照   を用い
、 航空機被需の 発生状況を把握

す る。 逝似時刻で発生 した 2 件の 被雷事例の解析

結果をまとめた 。

2　被雷事例解折

（1）　　三陶ヨ≧15年 12月 8 日 ¢DgPfyu

　 当 巨は強い 寒気の 南下はなか っ たが、弱い 冬型

の 気圧配置で 、 日本海には筋状の 対流箋列が存在

して い るこ とが衛星写真でも確認で きた 。 発生時

の レポー
トは表 1の とお りで あっ 九

を過ぎ衰退期に移行したエ コ ーで あると考えられ

る 。 また 、 図 4に示 ナとお り、 被雷地点逝傍に設

置 されて い る FIELD 皿 LL （美洲 局）におい て 、

− 200Vノ  よ り強い 電界値が存在してい た。

　　　　 表 1 航窒機被雷レポー ト

（2） 解析結果

　 2 例とも被需発生時刻前後の 自然雷は観測され

て い たが、被雷時刻と最も漁 、自然雷は 4 分間の

時間間隔があっ た。 SAFIkの GPS時i刻信号に よ り

航空機被雷は CASEIが 10：59：09JST、　CASEtzが

11：12：23JSfで ある と特定で きた。 算出 した被雷

時刻における航空機の位置は航空管制機関か らの

記録に よりαASEIはd鱒 昜か ら33度　20．5  、

備 E2はン」・松飛行場か ら38度 17．6  の位置で あ

ると特定で きた。SAFIR における発雷の 位置標定

は正確であっ たこともあわせて確認で きた。

　 図 1 における中心は小松飛行場、点線は飛行経

路の 概略、 ☆印は被雷地点 、 0 印は発雷地点を示

す もの でこれ らを レーダーエ コ ー
に重ね合わ した 。

　 次に被雷地点におけ る レーダーエ コ ーの 跚 画

像を図 2及び図 3で示す 。 2例ともエ コ ー
の 強度

の 強い コ ア は エ コ
ー
下部に存在してお り、 最盛

図 2 （：ASEIの RHI 図 3CASE2 の R田

　　　 図 4 被雷地点付近の 電界値

3　 ま とめ

　 被雷発生時前後、 錨FIR に よる発雷は時間が空

い てお り、 航空機による誘発雷で あると考えられ

る 。 飛行経路は積乱婁を含む LINE状の エ コーを横

切る経路であ り、 降水現象の 存在によ り下降流が

存在す るもの と思われる 。
これに より、帯電 した

降水粒子の 中を航空機が通過 した こ とに より被雷

　したもの と考えられる。
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